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＊省略文字説明
　と：日  時　ば：場  所
　な：内  容　定：定  員
　り：料  金　対：対象者
　し：応募締め切り
　も：申し込み方法
　問：申し込み・お問い合わせ

広　告広　告

軍
属
期
間
の
厚
生
年
金
算
入

は
済
ん
で
い
ま
す
か
？

　

旧
陸
海
軍
に
従
事
し
た
軍
属
の

方
、
軍
属
期
間
の
厚
生
年
金
へ
の

算
入
は
お
済
み
で
す
か
？

　

先
の
大
戦
で
、
内
地
や
一
部
の

外
地
に
派
遣
さ
れ
、
軍
属
と
し
て

軍
や
軍
事
施
設
で
の
勤
務
に
従
事

し
た
人
は
、
昭
和
17
年
６
月
か
ら

20
年
８
月
ま
で
の
間
の
勤
務
期
間

を
厚
生
年
金
に
算
入
で
き
ま
す
。

●
算
入
条
件
／
戦
後
、
１
年
間
以

上
厚
生
年
金
加
入
が
あ
る
こ
と

●
勤
務
地
の
条
件
／
陸
軍…

内
地
、

台
湾
、
朝
鮮
半
島
、
樺
太
、
千
島

列
島
、
満
洲
、
関
東
州
／
海
軍…

勤
務
地
を
問
わ
な
い
。

●
請
求
権
利
者
／
本
人
。本
人
死

亡
の
場
合
は
最
優
先
順
位
者（
配
偶

者
、子
、兄
弟
姉
妹
の
順
）の
１
人

※

軍
属
と
は…

軍
人
以
外
で
、
軍
に

雇
用
さ
れ
て
い
る
人
の
こ
と

※

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

福
祉
課

☎
０
５
０（
３
３
８
１
）５
０
５
１

人
工
肛
門
お
よ
び
人
工
膀
胱

造
設
者
に
対
す
る
講
習
会
、

入
浴
懇
親
会

　

人
工
肛
門
お
よ
び
人
工
膀
胱
造

設
者
に
対
す
る
講
習
会
、
入
浴
懇

親
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
長
崎
県
委
託
社
会
適

応
訓
練
事
業
の
一
環
と
し
て
行
わ

れ
ま
す
。
参
加
は
自
由
で
す
。

と 

９
月
10
日
㈯

・
講
習
会
（
医
療
相
談
会
）…

午

後
２
時
〜
４
時

・
懇
親
会…

午
後
６
時
〜
８
時

ば 

む
つ
み
の
宿
旅
館
和
多
屋
（
雲

仙
市
小
浜
町
北
本
９
３
０
番
地
）

●
講
師
／
健
康
保
険
諫
早
総
合
病

院 

皮
膚
・
排
泄
ケ
ア
認
定
看
護

師　

平
田
直
子
看
護
師
／
長
崎
市

立
市
民
病
院 

皮
膚
・
排
泄
ケ
ア

認
定
看
護
師　

森　

智
美
看
護
師

り 

１
泊
２
食　

７
，
５
０
０
円

（
夕
食
の
み
４
，
０
０
０
円
。
講

習
会
の
み
の
参
加
は
無
料
）

〆 

９
月
１
日
㈭

※

電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

お 

㈳
日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会

長
崎
県
支
部  

支
部
長 

小
川
正
夫

☎
０
９
５
（
８
３
８
）
３
０
４
９

看
護
力
再
開
発
・
離
職
防
止

講
習
会

　

看
護
職
免
許
を
取
得
し
て
い
る

人
に
対
す
る
、
最
新
の
知
識
・
技

術
を
修
得
し
て
も
ら
う
た
め
の
講

習
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
講
義
お
よ
び
演
習

と 

９
月
８
日
㈭
、
９
日
㈮　

午

前
９
時
〜
午
後
４
時

●
病
院
実
習

と 

９
月
12
日
㈪
〜
９
月
14
日
㈬ 

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

〆 
８
月
24
日
㈬

対 
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

人①
未
就
業
で
講
義
・
演
習
・
実
習

の
全
日
程
に
参
加
で
き
る
人

②
在
職
中
で
、
講
義
・
演
習
の
２

日
間
参
加
で
き
る
人

り 

無
料

※

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

長
崎
県
看
護
協
会
内　
長
崎

県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
５
７
（
４
９
）
８
０
６
０

高
次
脳
機
能
障
害
を
知
り
ま

し
ょ
う

　

交
通
事
故
や
脳
卒
中
な
ど
で
脳

に
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
た
場
合
、
回

復
し
て
も
、
障
害
で
生
活
に
支
障

を
き
た
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
障

害
が
外
見
上
目
立
た
な
い
場
合
も

あ
り
、
適
切
な
配
慮
が
さ
れ
に
く

い
特
徴
も
あ
り
ま
す
。

▼
記
憶
障
害…

何
度
も
同
じ
こ
と

を
話
し
た
り
、
質
問
す
る
な
ど

▼
注
意
障
害…

落
ち
着
き
が
な
い
。

集
中
力
が
持
続
し
な
い
な
ど

▼
遂
行
機
能
障
害…

計
画
的
な
行

動
が
で
き
な
い
な
ど

▼
社
会
的
行
動
障
害…

気
持
ち
が

沈
み
、
や
る
気
が
で
な
い
な
ど

●
高
次
脳
機
能
障
害
を
引
き
起
こ

す
主
な
疾
患

　

脳
挫
傷
、硬
膜
下
血
腫
、脳
出
血
、

く
も
膜
下
出
血
、
脳
梗
塞
、
低
酸

素
脳
症
・
脳
炎
・
脳
腫
瘍
な
ど

高
次
脳
機
能
障
害
の
症
状
で
、
生

活
や
仕
事
で
困
っ
て
い
る
人
（
当

事
者
、
家
族
な
ど
）
の
相
談
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

お 
長
崎
県
高
次
脳
機
能
障
害
支

援
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
５
（
８
４
４
）
５
５
１
５

長
崎
県
県
南
保
健
所 

地
域
保
健
課

☎
０
９
５
７
（
６
２
）
３
２
８
９

職
業
訓
練 

〜
就
職
に
向
け
て
〜

　

厳
し
い
雇
用
が
続
い
て
い
ま
す

が
、
企
業
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
技

術
を
持
つ
人
材
を
欲
し
て
い
ま
す
。

雇
用
保
険
に
入
っ
て
い
な
い
よ
う

な
場
合
で
も
、
無
料
で
職
業
訓
練

が
受
け
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
要

件
を
満
た
す
場
合
は
、
訓
練
期
間

中
に
生
活
費
が
給
付
（
月
10
万
円

〜
12
万
円
）
さ
れ
ま
す
。

　

し
っ
か
り
学
ん
で
、
就
職
に
備

え
ま
し
ょ
う
。

※

こ
の
事
業
は
、
国
の
緊
急
人
材

育
成
支
援
事
業
と
し
て
実
施
さ

れ
る
も
の
で
、
職
業
訓
練
、
再

就
職
、
生
活
へ
の
支
援
を
総
合

的
に
推
進
す
る
も
の
で
す
。

り 

無
料

お 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
島
原

☎
０
９
５
７
（
６
３
）
８
６
０
９

下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任

技
術
者
試
験

　

県
内
に
お
い
て
公
共
下
水
道
の

水
洗
化
な
ど
の
排
水
設
備
工
事
は
、

長
崎
県
下
水
道
協
会
が
認
定
し
た

「
下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技

術
者
」
が
専
属
す
る
工
事
店
で
、

か
つ
、
市
長
が
指
定
し
た
排
水
設

備
指
定
工
事
店
で
し
か
工
事
が
で

き
な
い
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
県
内
統
一
の
「
下
水
道
排

水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
試
験
」

を
長
崎
県
下
水
道
協
会
が
実
施
し

ま
す
。

と 

10
月
30
日
㈰　

午
後
１
時
〜

４
時

ば 

長
崎
ウ
エ
ス
レ
ヤ
ン
大
学
（
諫

早
市
）

な 

下
水
道
の
一
般
的
分
野
お
よ

び
技
術
的
分
野

●
受
付
期
間
／
８
月
17
日
㈬
〜
31

日
㈬
（
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
。

土
、
日
を
除
く
）

●
受
験
資
格
／
学
歴
に
応
じ
た
下

水
道
工
事
な
ど
の
実
務
経
験
が
あ

る
こ
と

り 

８
，
０
０
０
円

も 

下
水
道
課
に
備
え
て
い
る
申
込

書
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問 

下
水
道
課

☎
０
５
０（
３
３
８
１
）５
０
７
１

ま
た
は　
長
崎
県
下
水
道
協
会
・

責
任
技
術
者
試
験
担
当
（
長
崎
市

上
下
水
道
局
料
金
サ
ー
ビ
ス
課
）

☎
０
９
５
（
８
２
９
）
１
１
８
３

（
直
通
）

第
20
回
視
覚
障
害
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
研
究
発
表
大
会

　

視
覚
障
害
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
分
野
の
最
新
研
究
と
視
覚
障
害

者
用
の
最
新
機
器
の
情
報
に
視
覚

障
害
者
（
児
）、
支
援
者
に
ふ
れ

て
も
ら
い
、
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
を

示
唆
す
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ

れ
ま
す
。

と 

８
月
19
日
㈮
〜
21
日
㈰

●
19
日…

大
会
基
調
講
演
・
機
器

展
示

●
20
日…

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
機
器

展
示

●
21
日…

特
別
講
演
①｢

鳴
り
響

け
長
崎
の
鐘｣

矢
嶋
良
一
氏
／

特
別
講
演
②｢

安
心
安
全
な
暮

ら
し
を
追
い
求
め
て｣

本
田
利

峰
氏

ば 

島
原
復
興
ア
リ
ー
ナ
（
島
原

市
平
成
町
２
番
地
１
）

お 

第
20
回
視
覚
障
害
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
研
究
発
表
大
会
in
九

州
事
務
局

☎
０
９
５
（
８
２
８
）
２
３
９
０

『
ほ
っ
と
ウ
ィ
ー
ク
』

夏
の
連
続
休
暇
で
コ
コ
ロ
と

カ
ラ
ダ
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
！

　

夏
期
は
暑
さ
の
た
め
に
疲
労
し

や
す
く
、
十
分
な
休
養
が
必
要
で

す
。
ま
た
、
学
校
が
休
み
に
入
る

こ
と
か
ら
、
家
族
と
の
触
れ
合
い

を
深
め
る
良
い
機
会
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
長
崎
労
働
局
で
は
、

仕
事
と
生
活
の
調
和
の
実
現
を
図

る
観
点
か
ら
、「
ほ
っ
と
ウ
ィ
ー

ク
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、

夏
の
連
続
休
暇
の
取
得
を
呼
び
か

け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
度
の
東
日
本
大
震

災
に
関
連
し
、
夏
の
電
力
節
約
の

た
め
、
連
続
休
暇
を
活
用
す
る
こ

と
も
有
効
と
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、

労
使
間
で
話
し
合
わ
れ
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。
事
業
主
と
労
働

者
の
協
力
で
、
例
年
よ
り
長
い
夏

の
連
続
休
暇
に
取
り
組
ん
で
み
ま

せ
ん
か
。

お 

長
崎
労
働
局
労
災
補
償
課

☎
０
９
５
（
８
０
１
）
０
０
３
４

お  

知  

ら  
せ

ご
寄
附
あ
り
が
と
う
　

　
　
　
　
ご
ざ
い
ま
す

平
成
23
年
６
月
分

　

次
の
方
か
ら
、
寄
附
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。　

ー
敬
称
略
ー　

▼
一
般
寄
附

・
松
本　

秀
敏（
加
津
佐
町
）

▼
教
育
寄
附

・
石
橋　

豊
記（
西
有
家
町
）


